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日本発祥の4MINIが海外でも愛されている。
しかもそこはバイクが文化に根付くヨーロッパ。
彼らの多くは一過性ではない。
このインゴさんも20代のころから、
20年以上も4MINIを愛し続けているのだ。
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今
か
ら
20
年
も
前
、
1
9
8
8
年
に
モ
ン
キ

ー
を
購
入
し
て
以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
人
気

の
高
い
D
A
X
な
ど
4
台
も
の
4
M
I
N
I
所

有
歴
が
あ
る
イ
ン
ゴ
さ
ん（
49
歳
）。
写
真
の

モ
ン
キ
ー
は
10
年
ほ
ど
前
に
5
0
0
（
約
8

万
円
）で
購
入
し
、
そ
れ
以
来
ず
っ
と
改
造
し

続
け
て
今
の
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
暖
か
い
日
は
毎
日
乗
っ
て
る
よ
」
と
い
う

超
実
用
派
の
イ
ン
ゴ
さ
ん
だ
け
に
、
チ
ョ
イ
ス

さ
れ
て
い
る
パ
ー
ツ
は
走
り
を
意
識
し
た
も

の
が
多
く
、信
頼
性
や
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
か
ら
か
、

日
本
製
パ
ー
ツ
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

「
じ
つ
は
こ
の
モ
ン
キ
ー
は
息
子
に
あ
げ
る

ハ
ズ
だ
っ
た
ん
だ
。
で
も
今
は
も
う
違
う
」

「
愛
着
が
沸
い
ち
ゃ
っ
た
か
ら
ね
」
と
い
う
イ

ン
ゴ
さ
ん
だ
が
、
こ
の
モ
ン
キ
ー
以
外
に
も
1

7
5
㏄
仕
様
の
モ
ン
キ
ー
を
所
有
し
て
い
る
と

い
う
か
ら
、
息
子
さ
ん
と
の
ラ
ン
デ
ブ
ー
走

行
も
可
能
な
の
だ
。

速
度
無
制
限
の
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
持
ち
、

ビ
ッ
グ
バ
イ
ク
に
ピ
ッ
タ
リ
の
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
ど
も
豊
富
。
体
型
的
に
も
乗
り
や
す
い

ハ
ズ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。
そ
れ
で
も
4
M
I
N
I

に
惚
れ
こ
み
、
楽
し
ん
で
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
ホ
ン
ダ

が
生
み
出
し
た
日
本
発
祥
の
4

M
I
N
I
は
世
界
各
国
で
愛
さ

れ
、
楽
し
ま
れ
続
け
て
い
る
の

だ
。
7
月
の
終
わ
り
に
は
世
界

に
誇
る
4
M
I
N
I
パ
ラ
イ
ダ
イ

ス
が
開
催
さ
れ
る（
詳
細
は
P
・

2
3
8
）。
4
M
I
N
I
発
祥
の

地
、
日
本
の
楽

し
み
か
た
も
、

モ
ト
チ
ャ
ン
プ

や
4
M
I
N
I

ち
ゃ
ん
ぷ
を
通

じ
て
、
世
界
に

発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
た
。

「
も
う
20
年
も

ハ
マ
っ
て
る
よ
」

「
暖
か
い
時
期
は
毎
日
乗
っ
て
る
」

「
モ
ン
キ
ー
は
エ
ン
ジ
ン
付
近
の
密
集
感
が
サ
イ
コ
ー
だ
ね
」

このファット感
カッコいいですB

▲Racemanというメーカーのタイヤは、フロント100/80-10サイズ、リヤは130/70-10サイズというファットさで外見もク
ール。ちなみにホイールは前後デイトナ製で、フロントが2.5J、リヤが4.5Jとなる。スイングアームはデイトナ製120㎜ロン
グ、リヤショックはKYB製で、「長く乗るにはとてもイイ」とお気に入りのシートはPOSH製。リヤフェンダーやアウターロータ
ーもPOSH製となり、大のPOSHファン。尖った形状のテールランプはSHENYOというメーカーのもので、ウインカーはド
イツのKellerman製とのこと。 ▲腰下はタイホンダ製のナイス110とされ、TJRで購入したというSP武

川製のスーパーヘッド＋Rキット（175㏄）を搭載。キャブはミクニ製
VM28φとし、パワーフィルターを装着している。

▲撮影日は雨が降りそうだったのでトランポでやってきたインゴさん。ち
なみにフロントフォークはナイス110用の26φフォークを多少ツメて使
用。トップブリッジなどは特注という入魂作。フロントカウルは旧型のナ
イス110用となっている。

ワンタッチ消音加工は
100 くらいです
ヨーロッパではデイトナ製
マフラーを写真のように加
工しているマシンを数多く
見かけたが、これは約100
ユーロ（約1万6000円）でワ
ンオフ製作してもらっている
のだという。125cc以上の
エンジンとなると、車検も
受けることになるので、車検
対応のための秘策なのだ
ろう。ステンレス製のフタは、
クリアランスがキツく作られ
ているので、しっかりした作
動で、全閉時でも金属の
当たる音などはせず、想
像以上に快適なのだ。

50㏄以上のバイクが付けているナン
バープレートがコレ。左上がユーロの
マークで、Dはドイツ、PIはピネベルグ、
白い丸いステッカーも同じくピネベル
グを意味している。右上の青いステ
ッカーは車検の時期を表しており、2
年に1度、車検を受けなければならな
い規則となっている。ちなみにこのナ
ンバーを取得していて、車検証に表
記される最高速が80km/h以上な
ら、高速道路も利用できる（ドイツの高速道路は無料なのだB）ので、活動範囲が広
がるし、アウトバーンなら合法的に最高速アタックができちゃうってコトです。スゲーB

この美女と、このクルマのワケは？
次号、モトチャンプ9月号では
ドゥイスブルグのモンキーガレージをご紹介B
お見逃しなくB

知ってる？
ナンバーの意味


